





























































Manual for Scientific Observation of Rice Organs









































































































多くのイネ品種では、出穂から 35 日～45 日で収穫
適期となる。受精後の胚乳は、最初縦方向に伸長し、
籾の頂部に到達した後に横幅を広げる。この籾中の胚
乳発達過程の観察にも、USB 顕微鏡は有用である。
稔った穂全体の形状については、その大きさから肉眼
観察となるが、品種の稔実歩合に深く関係する穂の枝
分かれ構造（一次枝梗・二次枝梗）も、小学校高学年
以上では重要な観察項目となる。
3．イネ観察マニュアルを用いた実践
作成したイネ観察マニュアルを、これまでに、いく
つかの講習会で活用してきた。
宮城県迫桜高校での特別授業「冬期湛水不耕起水
田」では、本研究のイネ観察マニュアルを用いてイネ
の生育段階の説明を行い、また“茎の中の幼穂”（図
2J）のページを示しながら、実際に茎を分解して形成
初期の幼穂の観察を行った。
この他、現職教師向け講座「バケツ稲講習会」（2007
年 5 月）や、環境活動関連の講習会「杜々かんきょう
レスキュー隊・環境学習プログラム作成・実践講座
2007」（FEEL Sendai 主催）でも、イネ観察マニュア
ルと USB 顕微鏡による植物観察法について紹介し
た。また、児童向けの体験学習では、「夏のいぐねの
学校」（仙台いぐね研究会他・共催）の 7 月末学習会
で幼穂の観察を行う際、該当ページを用いて説明を
行った。
4．考察
イネは、日本人にとって古くから主食である親しみ
深い作物である。また、栽培が比較的簡単で、様々な
栽培方法が可能であることから、多くの小中学校でイ
ネ栽培が行われている。イネの栽培体験は、栽培技術
図 2．イネ観察マニュアル（2）
宮城教育大学環境教育研究紀要　第 10 巻（2007）
─ 21 ─
の習得や食の重要性を認識する教育として、また植物
の生長段階を理解する学習としても有意義であるが、
環境に負荷をかけない栽培技術を用いることにより、
環境教育としても成立する。例えば、除草剤を使用せ
ずに手で雑草を抜く、害虫を物理的に駆除する、病気
が発生しにくいよう栽植間隔を広げるなどの手法で、
化学農薬の使用量を減らすことができる。また、堆肥
などの有機質肥料を施用すれば、化学肥料の散布量を
減らすことができる。学校でイネ栽培を行う際にこの
ような技術を採用し、その効果を十分に説明すること
で、生徒の環境に対する意識を高めることができる。
本マニュアルでは省農薬や無化学肥料によるイネ栽培
について言及していないが、イネを観察するポイント
を示すことで、生徒のイネに対する理解を深め、興味
を引き出すことになり、ひいてはイネ栽培を取り巻く
環境の重要性を意識することになると考える。無論、
観察マニュアルを眺めるだけでは学習効果は低く、生
育しているイネに実際に触れて観察することが不可欠
である。
本観察マニュアルは、小学校高学年から中学生が理
解できるレベルの記述とし、総合的学習の時間などで
教師がイネ栽培学習を進める際の手引き書としても使
えるものを目指した。一方、小学校中学年以下の生徒
には、難しい内容も含まれると思われる。小学校中低
学年でイネ栽培を行っている学校もあり、生徒の自主
観察の助けになる参考書も望まれる。自分の指でイネ
の茎を分解して幼穂を取り出したり、頴花から外頴を
外して雄しべ・雌しべを観察することは、その年齢の
生徒にも可能であろう。今後、本観察マニュアルを画
像はそのままに、小学校低学年でも理解できる文章に
換えたバージョンを作成する予定である。
本観察マニュアルでは、多くの観察で USB 顕微鏡
を用いた。前述のように、この装置は、屋外での多様
な生物観察が可能で、教室内では画像やリアルタイム
映像を生徒と共有できる。イネ観察に限らず、多様な
場面で活用できる教具である。私自身も植物器官の観
察などの授業で活用してきたが、特に小学校のミミズ
堆肥に関する授業を行った際、ミミズの動き回る様子
を教室のプロジェクタに投影した時に、多くの生徒が
ミミズの口や体の動き（図 3）に強い関心を示し（岡
他，2006）、授業への生徒の集中力が高まったと思わ
れる。
本研究で作成したイネ観察マニュアルについて、今
後は、小学校中低学年の生徒でも利用できるように、
発達段階にあわせた数種のバージョンの作成を目指し
ている。また、多くの方に使っていただけるよう、近
日中に、Web 上での公開を行う予定である。
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